
授
の
評
価
研
究
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

こ
で
学
ん
だ
評
価
基
準
表
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）
を

活
用
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
取
り
入
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
、
新
聞
を
切
り

取
る
方
法
に
は
、
２
通
り
あ
る
。
初
め
か
ら
ジ
ャ

ン
ル
を
決
め
て
切
り
取
る
方
法
と
全
く
ジ
ャ
ン
ル

を
決
め
な
い
で
、
自
分
の
興
味
だ
け
で
切
り
取
る

方
法
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
も
長
短
所
は
あ
る
が
、

過
去
の
実
践
か
ら
教
師
側
の
思
い
が
先
行
し
す
ぎ

て
ジ
ャ
ン
ル
を
決
め
て
し
ま
わ
な
い
で
、
生
徒
の

思
い
を
優
先
さ
せ
て
始
め
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ

る
（
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
の
ジ
ャ
ン
ル
で
ス
ク

ラ
ッ
プ
す
る
こ
と
は
避
け
る
よ
う
に
指
示
す
る
）。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
欠
点
の
１
つ
に
そ
の
日

　

総
合
的
な
学
習
が
学
習
指
導
要
領
で
創
設
さ
れ

た
の
は
１
９
９
９
年
の
３
月
で
あ
り
、
そ
の
目
標

は
「
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学
習

を
通
し
て
、
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
よ
り
よ
く
問
題

を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身
に
付
け
、
問
題
の

解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
、
協
同
的

に
取
り
組
む
態
度
を
育
て
、
自
己
の
生
き
方
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
記
述
し
て

あ
る
。
現
場
の
教
師
に
と
っ
て
は
、
全
く
新
し
い

未
知
の
教
科
に
戸
惑
い
を
感
じ
た
人
も
少
な
く
な

い
と
思
う
。
そ
の
証
拠
に
書
店
に
行
く
と
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
に
ま
つ
わ
る
書
物
が
山
積
み

に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
導
入
さ
れ
て

20
年
近
く
に
な
る
が
、
非
常
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
学
校
も
あ
れ
ば
、
生
徒
指
導
や
教
科
指
導
、

行
事
に
よ
っ
て
教
師
の
多
忙
化
や
各
学
校
の
実
態

に
沿
っ
た
評
価
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

「
わ
た
し
の
教
育
記
録
」　　
　
作
品
発
表
！

前
述
の
目
標
を
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い
の
も

現
実
で
あ
る
。
私
自
身
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
は
、
大
変
心

が
躍
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

新
卒
以
来
、
社
会
科
の
授
業
の
中
で
新
聞
を
活
用

し
た
授
業
を
行
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
も
社
会
科
の
時
間
だ
け
で
は
十
分
な
取

り
組
み
が
で
き
な
く
て
、
い
つ
も
反
省
す
る
こ
と

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

（
教
育
に
新
聞
を
）
が
日
本
で
紹
介
さ
れ
、
ま
さ

に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
も
っ
て
こ
い
と
思
い
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
に
の
め
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
、
新
聞
を
活

用
し
た
実
践
を
３
点
に
絞
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
１

点
目
は
、
新
聞
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
作
り
。
２

点
目
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
発
展
的
な
学
習

（
新
聞
切
り
抜
き
作
品
）。
３
点
目
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ノ
ー
ト
と
発
展
学
習
（
新
聞
切
り
抜
き
作
品
）

の
評
価
方
法
と
評
価
基
準
の
作
成
を
し
た
。
特
に

評
価
基
準
の
作
成
や
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
京

都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
西
岡
加
名
恵
教

平成29年度
第 53回

　

 

は
じ
め
に

愛
知
県
名
古
屋
市
立
志
段
味
中
学
校
教
諭　

伊
藤　

達
也

入
選

～
学
校
完
結
型
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
～

⑴ 

記
事
の
分
析
と
振
り
返
り

新
聞
を
効
果
的
に
活
用
し
た
総
合
的
な
学
習
の
取
り
組
み

ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
（
新
聞
活
用
学
習
の
基

盤
に
な
る
活
動
）

２

１



だ
け
の
切
り
抜
き
に
な
り
、
記
事
を
見
返
す
こ
と

が
少
な
い
こ
と
が
生
徒
の
取
り
組
み
か
ら
分
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
定
期
的
に
、
自
分
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ノ
ー
ト
を
振
り
返
り
自
己
分
析
さ
せ
る
。

①
自
己
分
析
の
方
法
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た

　

評
価
方
法

　

分
析
プ
リ
ン
ト
【
資
料
１
】
を
活
用
し
て
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
に
貼
り
付
け
た
記
事
を
全
22
の

ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分

が
収
集
し
た
記
事
の
傾
向
が
分
か
る
。
ま
た
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
事
前
に

評
価
基
準
を
生
徒
に
示
す
。

　

収
集
し
た
記
事
の
量
・
根
拠
の
あ
る
自
分
の
考

え
・
工
夫
・
発
展
学
習
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
生

徒
に
分
か
り
や
す
い
文
章
で
評
価
基
準
（
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
）【
資
料
１
】
を
示
し
た
。

②
他
者
分
析
の
方
法

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
は
、
教
師
と
生
徒
の
間
だ

け
で
成
立
し
て
い
る
。
中
学
生
に
な
る
と
、
保
護

者
や
友
人
に
自
分
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
見
せ

る
こ
と
も
少
な
い
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
が
教
師

と
生
徒
個
人
と
の
間
を
行
き
来
す
る
だ
け
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
夏
休
み
明
け
の

９
月
の
最
初
の
授
業
で
、
１
学
期
間
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
ノ
ー
ト
を
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
共
有
す
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。
他
人
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を

見
る
こ
と
で
、
自
分
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
と
比

較
し
て
、
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
を
学
ば
せ
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
。「
真
似
る
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う

発
想
。

　

ま
た
、
他
の
人
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
評
価

基
準
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）【
資
料
２
】
に
基
づ
い

て
各
自
が
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
ノ
ー
ト
に
対
し
て
の
良
か
っ
た
と
こ
ろ
や
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
部
分
を
書
く
よ
う
に
し
た
。

　

記
事
の
分
析
→
収
集
の
傾
向
把
握
→
自
分

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
客
観

的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【資料1】

【資料2】

政治・経済・教育・科学・く
らし・災害・事件など全 22
のジャンルで自分のスクラッ
プした記事を分類する。

ルーブリック
を使った評価
表

ジャンル分けし
た数を棒グラフ
にして視覚的に
表現する。

他の生徒のスクラッ
プノートを評価する
ための基準表（ルー
ブリック）

他の生徒のスク
ラップノートに
対しての感想を
書く。

他の生徒のスクラッ
プノートの良いとこ
ろやアドバイスする
ことを書く。



　

本
実
践
を
行
う
に
あ
た
り
、
切
り
抜
き
作
品
の

学
習
目
標
【
資
料
３
】
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を

達
成
で
き
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
を
活
用
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

切
り
抜
き
作
品
作
り
の
た
め
の
６
つ
の
学
習
目

標
に
つ
い
て
は
、
①
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
記
事
を

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

記
事
を
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
見
出
し
の

大
き
さ
、
ま
と
め
の
位
置
、
色
使
い
、
字
の
大
き

さ
な
ど
見
や
す
く
配
置
で
き
る
。
④
自
分
の
考
え

を
読
み
手
に
訴
え
る
た
め
に
、
記
事
の
内
容
に
即

し
た
考
え
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
記
事
の
内

容
と
自
分
た
ち
の
思
い
が
重
な
る
よ
う
な
端
的
な

見
出
し
が
設
定
で
き
る
。
⑥
全
体
の
ま
と
め
と
し

て
、
テ
ー
マ
に
対
し
て
問
題
点
や
自
分
た
ち
の
夢

や
希
望
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
６
つ
の
学
習
目

標
の
相
関
図
を
作
成
し
た
。

　

⑵
の
よ
う
に
、
切
り
抜
き
作
品
の
学
習
目
標
の

達
成
を
目
指
す
た
め
に
５
つ
の
観
点
で
評
価
基
準

を
作
成
し
た
。
こ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
は
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
基
準
表
の
見
方
と
同
じ
よ
う
に
、

生
徒
が
５
つ
の
観
点
の
レ
ベ
ル
に
対
応
す
る
こ
と

　

他
を
見
る
→
自
己
と
比
較
→
自
己
の
再
発

見
と
改
善
→
よ
り
よ
い
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト

に
深
化

　

他
の
生
徒
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
と
自
分

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
月
か
ら
の
新
聞
切
り
抜
き
作
品

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
活
用
）

⑴ 

実
践
の
流
れ

実践項目 おもな内容

1 新聞スクラ
ップノート
の取り組み

２切り抜き作
品作り

３切り抜き作
品の発表会

4月の授業開きの時に新聞の活用方法やスクラップノートの作り方
の紹介
①過去の生徒のスクラップノートの映像から自分だけのノート作り
を学ぶ。
②スクラップ記事の分析方法と振り返りについて
　・自己分析の方法→分析方法を学ぶ。
　・他者分析の方法→グループ活動を生かした分析
③スクラップノートの評価
　・ルーブリック（評価基準表）を用いたパフォーマンス評価の方
法の説明

切り抜き作品作りの学習目標とルーブリックを用いたパフォーマン
ス評価についての説明
①先輩の作品から学ぼう。
　本校に在学中の上級生の作品からテーマ・レイアウト・工夫する
ところを学ぶ。
②テーマを考えよう。
　４月からのスクラップノートの記事を分類して、自分のスクラッ
プ記事の収集・興味の傾向をつかむ。
　仮のテーマ設定。テーマに沿った記事の収集。
③集めた記事を使って模造紙上でレイアウトを考える。
④模造紙上の記事に対して、自分の考えを考える。

完成した自分の切り抜き作品を他の生徒の前で発表する。模造紙だ
けでは伝えきれなかったことを言葉を通して、自分の思いを伝える
活動
①制作者の思い・願いなどを自分の言葉で伝える。
②他の生徒は切り抜き作品に対して、疑問点や工夫したところや制
作中に苦労したところなどを質問する。
③自分の制作した切り抜き作品との類似点や相違点を探し出し、他
の作品の良いところを見つけ、他者から学ぶ。

⑵ 

切
り
抜
き
作
品
の
学
習
目
標
の

　

設
定
に
つ
い
て

⑶ 

切
り
抜
き
作
品
の
評
価
基
準

　
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）
に
つ
い
て

【資料3】

【資料4の①】

３



が
で
き
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
特
徴
を
記
し
た
分

か
り
や
す
い
文
章
か
ら
な
る
評
価
基
準
表
で
示
す

こ
と
に
す
る
。

　
５
つ
の
観
点　

①
記
事
の
収
集
に
つ
い
て
、
②

テ
ー
マ
を
決
め
る
に
つ
い
て
、
③
記
事
の
コ
メ
ン

ト
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
、
④
レ
イ
ア
ウ
ト
（
全

体
の
構
成
）
に
つ
い
て
、
⑤
ま
と
め
を
書
く
こ
と

に
つ
い
て
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク【
資
料
４
の
①
～
③
】

を
示
し
た
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
継
続
的
な
取
り
組
み
や

切
り
抜
き
作
品
作
り
を
す
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
成

果
が
あ
っ
た
か
を
取
り
組
む
前
と
後
で
調
査
を
行

っ
た
。
新
聞
記
事
を
使
い
記
事
の
読
み
取
り
を
調

査
用
紙
を
作
成
し
生
徒
に
行
わ
せ
た
。
ま
た
、
情

報
活
用
能
力
調
査
も
併
せ
て
事
前
事
後
で
行
っ
た
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
活
用
と
そ
の
評
価
基
準

表
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）
と
切
り
抜
き
作
品
作
り
と

そ
の
評
価
基
準
表
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）
に
対
し
て

の
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
１
１
２
名
）
を
行

い
、
次
年
度
に
生
か
す
資
料
と
し
た
【
資
料
５
】。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を

取
り
入
れ
た
こ
と
に
「
学
習
す
る
上
で
目
標
に
な

っ
た
」
と
か
「
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
評
価
が
も

ら
え
る
か
よ
く
分
か
っ
た
」
な
ど
大
変
良
か
っ

た
・
良
か
っ
た
な
ど
肯
定
的
な
回
答
が
１
０
２
／

１
１
２
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
対
し
て
の
注
文
や
改

良
を
求
め
た
回
答
が
７
／
１
１
２
、
回
答
不
明
３

／
１
１
２
で
あ
っ
た
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
提
出
し
、
点
検
し
た
後

に
生
徒
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
中
か
ら
考
え
さ

せ
ら
れ
る
記
事
や
感
動
的
な
記
事
、
分
析
プ
リ
ン

ト
の
生
徒
の
感
想
の
部
分
を
紹
介
す
る
、
事
後
学

習
プ
リ
ン
ト
を
配
付
す
る
。
個
々
の
学
習
を
み
ん

な
で
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
他
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の

応
用
的
な
取
り
組
み
例

⑴ 

ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
通
信
の
発
行

【資料4の②】

【資料4の③】

【資料5】

新
聞
を
活
用
し
た
学
習
の

教
育
効
果
測
定
方
法

４
新
聞
活
用
学
習
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

５

６



　

夏
休
み
中
の
５
大
記
事
と
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト

の
中
で
も
特
に
他
の
生
徒
の
参
考
に
な
る
よ
う
な

も
の
を
、
11
月
に
行
わ
れ
る
校
内
文
化
祭
で
展
示

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
作
品
展
は
、
２
日
間
行

わ
れ
、
全
校
生
徒
と
保
護
者
の
方
に
も
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

生
徒
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
記
事
や
、
授
業

の
中
で
取
り
扱
っ
た
記
事
か
ら
、
生
徒
自
身
が
考

え
た
こ
と
や
感
想
を
記
事
の
当
事
者
の
方
々
へ
発

信
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

普
段
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
は
、
生
徒
と
学
校

（
教
師
）
間
が
中
心
で
あ
る
の
で
、
自
分
の
考
え

が
学
校
か
ら
飛
び
出
て
、
社
会
へ
発
信
す
る
こ
と

の
大
切
さ
や
そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
発
言
の
責

任
な
ど
を
事
前
に
し
っ
か
り
話
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
活
用
す
る
記
事
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
よ
う
な
形
式
に
加
工
し
て
使
う
と
よ
い
。
ま
た
、

記
事
の
当
事
者
と
の
連
絡
は
、
新
聞
社
を
通
す
と

円
滑
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト

を
活
用
す
れ
ば
、
連
絡
先
等
は
簡
単
に
検
索
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

道
徳
な
ど
の
時
間
で
人
物
に
焦
点
を
当
て
、
苦

難
を
乗
り
越
え
て
力
強
く
生
き
て
い
る
人
の
記
事

を
使
っ
て
発
信
す
る
。
共
感
と
感
動
の
共
有
を
目

指
し
た
活
用
例
。

　

生
徒
の
新
聞
切
り
抜
き
か
ら
愛
知
・
平
和
町
の

星
野
勇
さ
ん
へ
発
信
し
た
記
事
「
障
害
者
の
人
へ

の
無
料
靴
直
し
20
年
」

　

道
徳
の
時
間
に
紹
介
し
生
徒
の
感
想
と
星
野
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
星
野
さ
ん
へ
発
信
。

　

教
師
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
よ
り
、
学
生
時
代
の
ス
ポ

ー
ツ
事
故
に
よ
る
脊
椎
損
傷
を
乗
り
越
え
て
弁
護

士
に
な
っ
た
、
名
古
屋
市
東
区
の
鮎
沢
さ
ん
の
記

事
の
活
用
。

　

生
徒
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
よ
り
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
、
苦
労
を
乗
り
越
え
て
頑
張
る
岩

手
県
立
高
田
高
校
の
野
球
部
生
徒
の
記
事
を
活
用
。

⑴
生
徒
の
記
事
を
も
と
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
り
、

記
事
の
感
想
を
書
か
せ
た
。

⑵
こ
の
記
事
を
提
供
し
て
く
れ
た
生
徒
を
中
心
に
、

有
志
に
よ
る
高
田
高
校
へ
の
応
援
旗
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
全
生
徒
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も

に
、
高
田
高
校
へ
発
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑶
一
連
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
の
活
用
か
ら
枝
分

か
れ
し
た
取
り
組
み
を
、
学
年
通
信
と
し
て
家
庭

に
向
け
て
発
信
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
共
有
す
る

こ
と
で
学
校
完
結
で
は
な
く
な
る
。
新
聞
活
用
を

学
校
と
家
庭
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
動
を

も
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
聞
投
稿
欄
の
活
用（
１
週
間
に
一
度
の
活
動
）

⑵ 

校
内
文
化
祭
の
作
品
展
で
の
展
示

⑶ 

記
事
か
ら
発
信
（
学
校
完
結
型
Ｎ
Ｉ
Ｅ

　

 

の
脱
却
に
向
け
て
の
取
り
組
み
）

　

新
聞
記
事
→
全
て
の
生
徒
の
感
想
→
記
事

の
当
事
者
（
星
野
さ
ん
）
に
発
信
→
記
事
の

当
事
者
か
ら
生
徒
に
返
信
が
あ
る
。

活
用
例
①

活
用
例
②

活
用
例
③

活
用
例
④



と
し
て
、
生
徒
と
同
じ
世
代
の
人
の
新
聞
投
稿
を

題
材
に
、
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
世
の
中
の
出

来
事
に
関
心
を
持
た
せ
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責

任
あ
る
発
言
を
さ
せ
る
意
味
で
新
聞
投
稿
に
参
加

さ
せ
た
。

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
活
躍
す
る
日
本
人
医
師
菅
谷
さ

ん
・
長
崎
で
被
爆
体
験
の
語
り
部
の
渡
邊
さ
ん
・

愛
知
県
で
難
病
治
療
を
行
う
モ
ン
ゴ
ル
の
少
年
ド

ル
ジ
君
な
ど
へ
の
発
信
。

　

世
の
中
は
、
多
方
面
に
わ
た
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
今
後
は
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
よ

り
進
ん
だ
社
会
生
活
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

教
育
の
分
野
で
も
、
教
材
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
取
り
入
れ
た
授
業
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
実
践
は
、
私
自
身
が
30
年
近
く
前
に
始

め
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
の
集
大
成
で
も
あ
り
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
対
局
に
あ
る
ア
ナ
ロ
グ
的
と
も
言
え
る
紙

ベ
ー
ス
の
取
り
組
み
（
新
聞
紙
に
触
れ
る
→
読
む

→
切
り
取
る
→
ノ
ー
ト
に
貼
り
付
け
る
→
感
想
を

書
く
）
が
す
べ
て
の
基
本
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
よ

り
深
化
さ
せ
た
内
容
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
教
育
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ま
す
ま
す

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

こ
と
は
時
代
の
流
れ
と
し
て
し
か
た
が
な
い
こ
と

と
思
う
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
教
師
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

と
共
に
生
き
る
生
徒
に
と
っ
て
何
が
最
も
必
要
な

こ
と
か
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
た
だ
流
行
を
追

う
こ
と
ば
か
り
に
終
始
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
も
教
育
活
動
に
新
聞
を
活
用
す
る
理
由
の

本
質
に
迫
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
点
も
生
か

し
な
が
ら
、「
紙
ベ
ー
ス
の
ア
ナ
ロ
グ
的
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」

に
こ
だ
わ
り
た
い
と
思
う
。

　

授
業
の
中
で
生
徒
が
新
聞
を
活
用
し
て
学
ん
だ
結
果
の

成
果
物
を
、
教
師
と
生
徒
の
学
校
だ
け
で
完
結
さ
せ
て
し

ま
っ
て
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
が
育
た
な
い
と

思
い
、
新
聞
社
、
記
事
の
当
事
者
、
保
護
者
、
地
域
な
ど

に
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生

徒
の
活
動
が
新
聞
記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
り
、
記
事
の

当
事
者
の
方
か
ら
手
紙
を
頂
い
た
り
、
保
護
者
の
方
々
か

ら
の
感
想
や
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
り
と
想
像
を
超
え
る
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
生
徒
が
、
中
学
生
の

自
分
の
意
見
が
記
事
と
し
て
採
用
さ
れ
た
り
、
新
聞
切
り

抜
き
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
た

ち
の
行
っ
て
い
る
こ
と
が
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
て
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
活
動
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
を
し
て
生
徒

に
還
元
し
て
い
く
か
を
考
え
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
京
都
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
西
岡
加
名
恵
教
授
を
中
心
と

し
た
評
価
研
究
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
学
ん
だ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
評
価
基
準
を
新
聞

活
用
学
習
に
生
か
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
し
て
位

置
づ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
評
価
を
教
師
と
生
徒

と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
、

生
徒
の
次
の
活
動
に
生
か
す
た
め
の
手
段
に
し
ま
し
た
。

　

教
員
生
活
も
30
年
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
い
つ
も
、
自
分

自
身
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
授
業
に
臨
め
る
教
師
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
を

賜
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

お
わ
り
に

　

 

ま
と
め

記事の当事者へ発信（郵送や訪問）

記事の当事者から返信や思いが返ってくる。

学年通信やスクラップ通信などを活用して家庭に発信

保護者の方々よりご意見・ご感想

　一人一人の生徒のスクラップノートの取り組みが、学
級活動へとつながり学年の生徒に広がる。そして、記事に
関わった人々へと発信する。学校の枠から飛び出て社会へ
と広がり、その取り組みを家庭へ発信することができる。
　生徒の切り抜いた新聞記事に登場した人への思いを、
家庭の中でも共感し合うことができる。これが、学校と社
会と家庭が感動や思いや願いを共有することにつながる。
結果として、新聞の記事を通して生徒に社会の一員として
の自覚と責任を持たせ、社会の中で自分がいろいろな人と
つながって生きているのだということを実感させる。

教科・道徳・総合の時間で生徒や教師が記事を活用

記事を基にワークシート化し授業で活用

授業のまとめとして生徒の感想や思いを書く。

《スクラップノートの発展的活用の全体像》

学校の中で
の取り組み

社会へ向け
て発信する
取り組み

そ
の
他
の
活
用
例
⑤

受
賞
の
言
葉

愛
知
県
名
古
屋
市
立

志
段
味
中
学
校
教
諭

伊
藤　

達
也

７

８


